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１． 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

 

（１） 学生の確保の見通し 

① 定員充足の見込み 

１）国際教養学部設置の背景 

本学は開学以来、ゼミナールを基礎とした少人数教育を教育の柱とした学生数 4,000 人未

満の小規模大学を維持し、建学の三理想に基づいた「自ら調べ自ら考え、他者を尊重しながら

心を開いて対話を行い、世界に思いをめぐらしながら身近な場所で実践し、また世界にはばた

いて文化的な交流や実務的な共同作業を担う自立した活力あるグローバル市民を育てること」

を人材養成の目的としている。 

学校法人根津育英会武蔵学園第三次中期計画（2016～2021 年度）においては、リベラルア

ーツ教育を基盤とした『グローバル市民』の育成を戦略的事項に掲げ 2015 年度に経済学部で

はロンドン大学と武蔵大学とのパラレル・ディグリー・プログラム(以下、「PDP」という。)、2017 年

度に人文学部ではグローバル・スタディーズコース(以下、「GSC」という。)、社会学部ではグロー

バル・データサイエンスコース(以下、「GDS」という。)を設け、グローバル教育をさらに深化させ

た。これらのグローバル化に特化した各コース・プログラムを志望する入学者が増加傾向にある

ことを受け、既設学部・学科の入学定員を見直すとともに、本学のグローバル化の推進と社会か

らの要請にさらに応えるため、国際教養学部を設置することとした。 

 

２）入学定員設定の考え方 

本学部は、既設学部に設置していた経済学部のロンドン大学との PDP、人文学部の GSC を

発展・拡充させた学部である。学部設置にあたっては、本学のグローバル化を推進する学部と

なるような教育研究の質と安定的な財政基盤の担保を前提としている。また、本学部は、既設

学部の入学定員の見直しにより設置するため、大学全体の入学定員に変更は生じない。この

前提条件のもと、本学の所在地である東京都の人口予測、地域別 18 歳人口の推移、大学進

学者数の推計、私立大学の地域別や同系統学部の入学志願動向、既設学部の入学志願動向、

高校生への進学動向調査結果等、本学を取り巻く状況を客観的なデータに基づき分析した結

果を踏まえ、入学定員を設定している。その他、本学の就職実績や企業の採用意向調査の結

果等、社会からの需要に関するデータも参考とした。 

本学部の特色として、英語による授業、ロンドン大学の学位取得、留学や海外でのサービス

ラーニング等の海外体験を掲げており、教育研究活動にはきめ細かな学生指導が必要不可欠

であるため、既設学部と比して入学定員は少人数に設定する。また、極端に入学定員を少なく
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することは教育効果や入学者選抜機能の低下を招く可能性があるため、適切な定員規模として

入学定員を 100 人とする。 

前述のとおり、本学部は既設学部に設置していた経済学部の PDP と人文学部の GSC を発

展させた２専攻から構成されているため、それぞれのアドミッション・ポリシーに基づき募集人員

を設ける。 

  

３）定員充足の見込み 

定員充足の見込みについて、次のデータをもとに検証した。 

本学は、関東圏からの志願者が全体の約９割を占めているため、本学が所在する東京都の

人口予測や地域ブロック別 18 歳人口の推移、大学進学率から試算した。その結果、東京都の

人口総数や東京圏の 18 歳人口の推移及び大学進学率について大きく減少することはなく、中

長期的な観点からみて学生確保は安定的に行われるといえる。 

次に、本学部と競合する同系統学部の入学志願動向及び基礎となる既設学部の直近５年間

の入学志願動向をみると社会科学系の志願者数は毎年度多く、また、人文科学系についても

入学定員は減少しているものの志願倍率は高くなっているため一定数の志願者が見込まれると

考えられる。さらに、本学部の基礎となる学部の入学志願動向からみて、いずれの学部におい

ても志願倍率、入学者数ともに安定的に確保されているため、十分に定員は確保できると見込

まれる。 

加えて、本学部の学生確保の見通しを客観的に把握するため、本学部開設時に受験対象と

なる高校２年生 4,400 人を対象に進学意向調査を実施したところ「受験したいと思う」と回答した

生徒は 460 人(43.6％)、「入学したいと思う」と回答した生徒は 416 人(39.4％）であった。本学

部の入学定員は100人であることから、入学定員を十分に上回る志願者を確保できるといえる。 

根拠データに関する詳細については後述するが、以上のことから入学者を十分に確保でき

ると判断した。 

 

② 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

１）人口予測と大学進学者等の状況 

本学は、関東圏からの志願者が全体の約９割、そのうち首都圏（東京都、埼玉県、千葉県、

神奈川県）からの志願者が８割以上を占めている【資料 1】。学生募集は首都圏を中心に行って

いるため、本学が所在する東京都の人口推移や地域別の 18 歳人口の推移並びに大学進学率

をもとに、定員充足の見込みについて検討した。 
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（ア）東京都の人口予測 

東京都総務局統計部作成「東京都区市町村別人口の予測」は、2015 年国勢調査結果を基

準として将来の総人口を区市町村ごとに男女別に予測したものであり、予測期間は 2020 年、

2025 年、2030 年、2035 年、2040 年の５時点である。当該データによると 2015 年時点の東京都

の人口数 1,352万人は、対2015 年比で増加し 2025 年にピークを迎え、減少に転じるのは 2040

年で 1,346 万人（△0.4％）と予測されている。このことから、東京都の人口総数は 2040 年まで

比較的安定しているといえる【資料 2】。 

 

（イ）地域別の 18 歳人口の推移及び大学進学率 

文部科学省「学校基本統計」及び厚生労働省「人口動態調査」より国立教育政策研究所に

て推計した「地域ブロック別 18 歳人口の推移（2016 年以降の推計値）」によれば、東京圏の 18

歳人口は 2015 年の 30.5 万人から 2033 年には 28.2 万人に減少するが、減少比率は△7.5％

となっており、他の地域ブロックが△11.1%から△28.5％と大きく減少することと比べて小幅の減

少率にとどまっている【資料 3-1】。 

さらに、同研究所が行った 2016 年から 2033 年までの大学進学者数及び大学進学率に関す

る試算では、東京圏の進学者数等について次のように推計されている。 

   

〔試算①〕 

2033 年までの各年の大学進学率が、各県で 2015 年の大学進学率と同率であると仮定した

場合、全国の 2033 年度進学者数は 2015 年度進学者数に対して 84.8％（△15.2％）となる。東

京圏については、18.2 万人から 17.3 万人へと 5.1％の減少にとどまっており、他の地域ブロック

と比べて減少率は小さい【資料 3-2】。 

 

〔試算②〕 

2033 年の大学進学率が、各県で 2015 年の大学進学希望率（志望率）と同率であると仮定し

た場合、全国の 2033 年度進学者数は 2015 年度進学者数に対して 94.0％（△6.0％）となる。

東京圏については、18.2 万人から 19.4 万人と 6.5％増となっており、九州以外の地域ブロック

では全て大学進学者数が減少しているのに対し東京圏は増加すると想定される【資料 3-3】。 

 

〔試算③〕 

2033 年までの各県における大学進学数が、2015 年と同数であると仮定した場合、2033 年に

東京圏の進学率は 64.7％になると想定される【資料 3-4】。 

上記、（ア）、（イ）から、本学の学生募集の中心となる東京都の人口総数や東京圏の 18 歳人
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口の推移及び大学進学率について大きく減少することはなく、中長期的な観点からみて学生を

確保できると見込まれる。 

 

２）私立大学地域別の入学志願動向 

日本私立学校振興・共済事業団が「学校法人基礎調査」をもとに作成した「私立大学・短期

大学等入学志願動向」によると、東京都の私立大学の志願倍率（志願者÷入学定員）は 2020

年度までの過去５年間で全国平均を上回っている。また、東京都の入学定員充足率に関して

は、2019 年度以降、全国平均を若干下回っているが、これは 2016 年度から三大都市圏にある

私立大学の入学定員管理が厳格化された影響であると考えられる。これらから、入学定員充足

率は減少傾向にあるものの、志願倍率の高さを考えれば、東京都に所在する私立大学の学生

確保は全国に比べて確実性が高いものといえる【資料 4】。 

また、文部科学省の「学校基本調査」を用いた「リクルート進学総研マーケットリポート vol74  

18 歳人口予測 大学・短期大学・専門学校進学率 地元残留率の動向 南関東版―埼玉県・千

葉県・東京都・神奈川県― 2020 年１月号」によると、南関東の 2019～2031 年までの 18 歳人

口は、2019 年の 306,595 人から 2031 年には 288,888 人と 5.8％減少するが、全国平均の減少

率と比較すると 6.2％下回り、南関東の減少率は小さいと考えられる。さらに、南関東の中でも

本学の最も志願者の多い東京都の 2031 年の減少率は 1.4％であり、十分に学生確保ができる

といえる【資料 5-1】。 

加えて、2010～2019 年の地元残留率の推移を見ると、南関東全体では 2010 年から 2019 年

にかけて 0.6％低下しているが、東京都に関しては、2010 年から 2019 年にかけて 2.9％上昇し

ており、この点からも十分に学生を確保できるといえる【資料 5-2】。 

 

３）本学部と同系統学部の入学志願動向 

同じく「私立大学・短期大学等入学志願動向」をもとに本学部と同系統学部の入学志願者数

の推移を検証する。まず、国際教養学部は 2020 年度調査時点では、全国で私立大学 13 校の

みが設置する学部であり先進性がある。志願者数は 2019 年度から 2020 年度にかけて減少し

ているものの 2016 年度からは増加傾向にある。また、入学定員充足率については 2016 年度と

2020 年度を比較すると 8.78％上昇している。 

さらに、本学部は経済経営学専攻とグローバルスタディーズ専攻の２つの専攻を持つことか

ら、専攻ごとに同系統学部の入学志願動向を検証する。 

経済経営学専攻については、経済学部、経営学部と同系統であるため、社会科学系の推移

を検証する。2016 年度と 2020 年度を比較すると学部数として 10 学部、入学定員では約 5,000
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人増加している。一方で 2019 年度と 2020 年度の志願者を比較すると減少してはいるが、2020

年度の入学定員充足率では 103.65％となっており、一定数の学生が確保できるといえる。また、

経済学部、経営学部についても 2016 年度と 2020 年度を比較すると志願者倍率は増加してい

る。 

グローバルスタディーズ専攻については、Global Relations、Global Communication Studies、

Global Cultural Studies の３つの分野を専攻の柱としており、国際関係学部、国際文化学部等と

親和性が高いため、人文科学系の推移を検証する。2016 年度と 2020 年を比較すると学部数と

して５学部増加した一方、入学定員は約 1,500 人減少しているが、2020 年度の入学定員充足

率では、102.88％となっており一定数の学生が確保できるといえる。志願倍率をみると 2016 年

度に 7.54 倍であったものが、2020 年度には 8.94 倍と増加している。 

また、Global Cultural Studies に近い国際文化学部については、2016 年度から２校増えたが、

2020 年度時点で全国の私立大学に 10 校しか設置されていない。入学定員、志願者数、入学

者数ともに増加しており、入学定員充足率も 102.71％と前年度より 3.54％増加している。 

 これらから、受験生の動向は以下のとおりと予想される。経済学、経営学を学びたいという社

会科学系の志願者数は年度によってばらつきはあるものの志願者数は多い。また、グローバル

スタディーズ専攻の３つの分野に近い人文科学系についても、志願倍率は高くなっており一定

数の志願者が見込まれると予想される。また、本学部と同系統の学部は、設置している大学が

少ないという点や、志願者数が増加している点から、今後も十分に需要があると考えられる【資

料 6】。 

 

４）既設学部の入学志願動向 

本学の既設学部は経済学部、人文学部、社会学部の３学部であるが、いずれの学部におい

ても入学定員を十分に上回る志願者数を確保している。また、本学部は既設学部の入学定員

を減少させて設けることから、従来通り安定した学生の確保が見込まれると考える。既設学部の

過去５年間（2016～2020 年度入試）の志願者数等の推移は、【資料 7】のとおりである。 

〔経済学部〕 

経済学部は、経済学科、経営学科、金融学科の３学科から構成されているが、各学科の過

去５年間の志願者倍率の平均は、経済学科 19.23 倍、経営学科 19.73 倍、金融学科 20.75 倍

となっている【資料 7‐1】。 

〔人文学部〕 

人文学部は、英語英米文化学科、ヨーロッパ文化学科、日本・東アジア文化学科の３学科か



 
 

学生確保(本文)－7 

ら構成されているが、各学科の過去５年間の志願者倍率の平均は、英語英米文化学科 13.09

倍、ヨーロッパ文化学科 15.50 倍、日本・東アジア文化学科 14.55 倍となっている【資料 7‐2】。 

〔社会学部〕 

社会学部は、社会学科、メディア社会学科の２学科から構成されているが、各学科の過去５

年間の志願者倍率の平均は、社会学科 20.17 倍、メディア社会学科 22.66 倍となっている【資

料 7‐3】。 

全学部において志願者倍率は、2020 年度の「私立大学・短期大学等入学志願動向」に掲載

されている当該学部の学問系統の志願者倍率よりも上回っている。なお、2018 年度以降、既設

学部の入学定員充足率が低くなっている理由は、2018 年度に全学アドミッション会議を設置し、

定員管理の厳格化をよりいっそう強化した結果であり、志願者倍率等が示すとおり学生募集は

安定的に行われている。 

 

５）高校生への進学意向調査結果 

本学部を設置するにあたり、学生確保の見通しを客観的データで示すため、本学部の開設

年度に入学生となる高校２年生（本学が学生募集を実施する 2021 年度に高校３年生になる）を

対象にアンケート調査を実施し、受験意向や入学意向を尋ねた。 

今回の調査は、本学の主な学生募集地域である首都圏を中心に全国の高校２年生 4,400 人

に調査票を配付し、1,055 人から回答を得た（有効回収率 24.0％）。回答者の 55.4％が東京に

所在地がある高校に通っている生徒であった。調査にあたっては、入学定員、養成する人材像、

学部・学科、各専攻の特色、学びの流れ、想定される進路、学生納付金等を明示したパンフレ

ットを合わせて配付した。その結果、「受験したいと思う」と回答した生徒は 1,055 人中 460 人

（43.6％）、さらに「入学したいと思う」と回答した生徒は 416 人（39.4％）であった。本学部の入学

定員は 100 人であることから、入学定員を４倍以上も上回っており、学生確保の見通しは十分

に立っているといえる。 

また、本学部は１学科２専攻で構成しており、入学者選抜については専攻ごとに実施する予

定であることから、それぞれの専攻に関する設問を設けた。専攻ごとの結果は「経済経営学専

攻に入学したいと思う」と回答した生徒は 217 人（20.6％）、「グローバルスタディーズ専攻に入

学したいと思う」と回答した生徒は 199 人（18.9％）であった。これは各専攻とも学科の入学定員

100 人を大きく上回っている。また、本学部が行う入学者選抜において、経済経営学専攻 55 人、

グローバルスタディーズ専攻 45 人を募集人員とする予定であり、それぞれについても募集人員

を大きく上回っているため、専攻ごとに募集人員を設けても学生確保の見通しは十分であると
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いえる。 

同調査結果から、本学部の最も魅力的な点として、「日本人と外国人の教授陣が英語で授業

や正課外の指導を行うなかで、実践的で高度な英語運用能力が身につく」、「専門の学びに加

え、学部・専攻を超えた多様な科目履修により、世界の多様な文明と社会に関する幅広い知識、

深い思考力と判断力、知的創造力、問題発見・問題解決の力が身につく」、「英語で行う授業

の履修を可能とするため、英語力向上を目的とした集中的な英語学習カリキュラム」と回答して

いる生徒がそれぞれ４割を超えていた。さらに各専攻の最も魅力的な点として、経済経営学専

攻では「入学者全員に、本学の学位に加え、ロンドン大学の学位 Bachelor of Science in 

Economics and Management を取得することが可能となるパラレル・ディグリー・プログラム（PDP）

を提供する」、グローバルスタディーズ専攻では「カリキュラムは英語で行う授業を中心に構成さ

れており、それらと留学だけで卒業することも可能」という点が挙げられている。 

以上から、安定的な学生確保の見通しが十分に立っていると判断することができる。 

     

〔入学意向調査概要〕 

 武蔵大学「国際教養学部 国際教養学科」設置に関するニーズ調査結果報告書（高校生  

対象調査） 【資料８、資料９】 

調 査 対 象 高校２年生 

調 査 方 法 郵送調査 

回 収 状 況 4,400 人に依頼し、1,055 人から回答（有効回収率 24.0％） 

調 査 時 期 2020 年６月 13 日（土）～2020 年７月 27 日（月） 

調査実施機関 株式会社 進研アド 

調 査 項 目 ・性別 

・高校種別 

・高校所在地 

・所属クラス 

・高校卒業後の希望進路 

・興味のある学問系統 

・武蔵大学「国際教養学部 国際教養学科」の特色に対する魅力度 

・武蔵大学「国際教養学部 国際教養学科」への受験意向 

・武蔵大学「国際教養学部 国際教養学科」への入学意向 
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③ 学生納付金の設定の考え方 

本学部の学生納付金は、入学金 240,000 円、授業料 970,000 円、維持費 300,000 円とし、

初年度学生納付金額合計 1,510,000 円、４年間の学生納付金額合計 5,320,000 円となる（委託

徴収諸会費除く）。 

既設学部と比較すると、授業料に関しては 200,000 円高く設定している。これは、よりいっそう

の少人数教育の実施と英語で授業が可能な教員の確保のためである。金額の設定は、財務的

な観点と他大学の同系統学部の状況を踏まえて行った。競合すると思われる他大学同系統学

部の学生納付金と本学の学生納付金の比較は【資料 10‐1】及び【資料 10‐2】のとおりである。 

本学部と同じ「国際教養学部」の平均と比較すると本学の学生納付金は約 18 万円程度高く

設定されているが、本学の学生募集の中心となる関東圏に限定すると平均よりも 10 万円弱の

差である【資料 10‐1】。また、国際教養学部以外の学部で大学の所在地や本学の教育内容等

と類似し競合すると想定される学部のうちデュアル・ディグリー・プログラムを設置する学部を除

いた学部の平均と比較すると約３万円の差である【資料 10‐2】。以上からこの学生納付金額の

設定は妥当であるといえる。 

また、経済経営学専攻の PDP の履修にあたっては、本学への学生納付金に加えて、ロンド

ン大学への登録料、授業料並びに試験費用として、初年度約 35 万円、４年間で約 145 万円相

当が必要となる（￡１＝150 円で換算。為替レートにより金額の変動あり）。加えて、ロンドン大学

の学年暦が９月に始まり５月の期末試験で終了することから、PDP を履修する場合は、卒業が

半年間延長する可能性がある。このような学生向けに卒業延期制度を設け、学生納付金の減

免を行っている。この制度を利用すると、４年半在学した PDP の履修生の卒業までの学生納付

金とロンドン大学への支払いは合計で約 685 万円となる。この金額は他大学と比較すると高額

となるが、同じように２つの大学から学士号を取得できるデュアル・ディグリー・プログラムを設置

する大学では４年間の学生納付金額の合計が約 1,000 万円弱であることを勘案すると十分に

競争力を持つといえる。また、PDP 履修生のうち成績が優秀な学生向けに対しては、奨学金を

設ける予定である。 

（参考）  

https://london.ac.uk/courses/international-foundation-programme#fees-943  

https://london.ac.uk/courses/bsc-economics-and-management#fees 
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（２） 学生確保に向けた具体的な取組状況 

① 学生募集活動 

学生確保に向け、本学の志願者の多くを占める首都圏及び関東圏を中心に高校生、保護者、

高校教員等を対象に以下のような取り組みを行っている。また、取り組みにあたっては入試課

及び広報室を中心に教職協働で全学的に取り組んでいる。 

また、従来から「ゼミナール」、「少人数教育」を本学の特色としてきたが、本学部の設置に伴

い「グローバル」、「国際教養」、「海外留学」といった特色を加え、新たな層にアプローチする。

さらに、英語版の大学公式ホームページを拡充し、日本国内だけでなく留学生等の獲得も視野

に学生募集を行う。 

１） オープンキャンパスの開催 

高校生及び保護者を主たる対象としたオープンキャンパスを年４回開催している。本学の在

学生・教職員との個別相談、学部・学科紹介、模擬授業、キャンパスツアー等を通じて教育内

容や留学、奨学金といった各種制度について理解を深め、さらに本学の雰囲気を感じてもらう

機会となっている。11 月には一般入試対策講座を開催し、本学を志望している学生向けに入

試対策講座及び個別相談を実施している。2020 年度は新型コロナウイルスの感染拡大により、

オンライン開催とした。2021 年度についても感染状況を踏まえ、対面又はオンラインで開催する

予定である。 

２） 高校教員向け大学説明会 

本学に志願者のあった高校や首都圏の高校を中心に高校教員向け大学説明会を年１回開

催している。本説明会では、本学の近況、教育内容、各種制度、入学者選抜に関する情報の

提供や個別相談を実施し、高校教員にとって有益となる情報を提供している。例年 100 名以上

の高校教員が参加している。2020 年度については、新型コロナウイルスの感染拡大により中止

としたが、2021 年度は感染状況を踏まえ、対面及びオンラインで開催する予定である。特に本

学部は新設学部であるため、高校教員への理解・認知度を高めるため丁寧に詳細な情報を提

供する予定である。 

３） 進路説明会・進学相談会への参加 

高校からの依頼に基づき、本学の教職員が高校を訪問して学問系統に関する説明や模擬

授業を実施する進路説明会と業者が開催する学外の進学相談会に参加している。毎年度、高

校で実施する進路説明会や模擬授業に 300 以上参加している。また、学外の進学相談会につ

いても関東圏を中心に全国各地の相談会に参加し、本学への興味・関心を喚起する機会とし



 
 

学生確保(本文)－11 

ている。2021 年度は、2020 年度に引き続き、対面とオンラインの両方に対応する予定である。 

４） 重点校訪問 

毎年度、志願者が多い高校を中心に本学の職員がアドバイザーとして高校を訪問し、大学

の近況、入試概要の説明等に加え、本学に入学した卒業生の近況報告などを進路指導教諭

等に対して行い、高校との連携を深めている。 

５） 大学案内や学部リーフレットの製作 

社会に広く情報発信するための大学案内「MUSASHI MAGAZINE」に加え、本学部の教育内

容や教育方法、養成する人材像等、本学部の特色をまとめたリーフレットを製作し、高校生や

保護者、高校教員等を中心に配付する。 

６） 各種媒体への掲載 

受験生向けの各種進学情報誌に加え、保護者や広く社会一般に本学部の特色を伝えるた

め、一般誌や新聞等へ情報を掲載している。既に『週刊東洋経済』（2020 年 12 月 1 日号）や

『朝日新聞』（2020年11月7日）に本学部の紹介を掲出しており、今後も同様に情報発信する。 

７） ホームページ及び SNS の活用 

本学公式ホームページ内に本学部のページを開設し、受験生や保護者向けの広報活動を

行っている。また、Facebook や LinkedIn 等の SNS を活用した定期的な情報発信を継続して行

う。 

 

② 入学者選抜 

本学部が定めるアドミッション・ポリシーに基づき、求める学生像を基礎的な知識・技能、思考

力・判断力・表現力・発信力や高度な英語運用能力を有し、主体性と協働性を備えた学生と定

め、この目的を達成するために多様な入学者選抜を取り入れる。 

主に、筆記試験を中心として選抜する一般選抜（一般方式、大学入学共通テスト方式）及び

筆記試験に加え、小論文や面接・プレゼンテーションにより論理的思考力・表現力・発信力や

主体性・協働性・対話力等に重点をおいて評価する総合型選抜（AO 入学試験）並びに学校推

薦型選抜（指定校制推薦入学）、外国高等学校卒業者・帰国生徒対象入学試験、社会人入学

試験及び外国人学生特別入学試験を設け、志願者の学修意欲や積極性等を多面的に評価

する。このように多様な入学者選抜方式を設けることによって、各自の個性を尊重し本学部のポ

リシーに合致した学生を確保する。 

本学では入学者選抜方式について、前年度の入試結果や在学生の成績、就職状況等を参
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考に入試形態別の志願者数や指定校制推薦入学における評定平均値、試験科目等の見直し

を各学部で行い、学長の下に設置されている全学アドミッション会議を経て、大学協議会にて

審議し、学長が決定している。このような点検・評価を通じて、学生確保に関する改善を図って

いる。 

 

 

２． 人材需要の動向等社会の要請 

（１） 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

本学は、建学の三理想に基づき、各学部の専門教育と全学共通の教養教育を通じて「自立」

「対話」「実践」を教育の基本目標とした人材養成を行っている。より具体的には、「自ら調べ自

ら考え、他者を尊重しながら心を開いて対話を行い、世界に思いをめぐらしながら身近な場所

で実践し、また世界にはばたいて文化的な交流や実務的な共同作業を担う自立した活力ある

グローバル市民を育てること」を意味している。本学部では、全学の教育研究上の目的を踏まえ、

以下の教育研究上の目的（人材養成の目的）を定めている、 

本学部は、大学の教育の基本目標に基づき、英語を用いたリベラルアーツ＆サイエンス教育

を通じて、幅広い教養と深い専門知識に基づくグローバル化した社会への理解とともに、高度

な英語コミュニケーション力を涵養することを教育研究上の目的とし、他者尊重の精神に基づく

協働力を備え、イノベーションの推進や危機の克服の先頭に立つことのできるグローバルリーダ

ーの養成を人材養成の目的とする。 

さらに、学部の教育研究上の目的（人材養成の目的）のもとに各専攻の専門性に基づいた目

的を定めている。 

[経済経営学専攻] 

経済経営学専攻は、経済学、経営学の深い専門知識に加え、数学や統計学の知識、批判

的思考力（クリティカル・シンキング）や論理的に考える能力を身につけ、さらにゼミナールを通

じてプレゼンテーションやディスカッションの技術や協働する力を養い、海外体験を重ねて、グ

ローバル化した社会、ビジネス及び学術研究の世界でリーダーシップを発揮しうる人材の養成

を目的とする。 

[グローバルスタディーズ専攻] 

グローバルスタディーズ専攻は、Global Relations、Global Communication Studies、Global 

Cultural Studies の深い専門知識と異文化理解力、そして批判的思考力（クリティカル・シンキ

ング）や高度な英語運用能力を身につけ、それらを用いてグローバル化した社会で生じている
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諸問題を他者と協働しながら解決できる人材の養成を目的とする。 

 

（２） 上記（１）が社会的・地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

本学部が養成する人材の社会的必要性について、①各種団体、機関等が発表しているデータ

や資料に基づく社会的な需要、②本学の過年度就職実績や本学が独自に行った企業への採用

意向調査結果等に基づく本学に対する社会からの需要の２つの観点から検証する。 

 

① 社会的な需要について 

グローバル化した社会において、英語運用能力や異文化理解力が必要不可欠となっているが、

日本は先進的アジア諸国と比較して劣っていると言われている。例えば、2019 年に国際教育事業

を行っているイー・エフ・エデュケーション・ファースト・ジャパン株式会社が実施している英語実力

テスト又は EF 英語標準テスト(EF SET)を受けた 220 万人を超える受験者のテストデータを基にし

た 2020 年度版「EF EPI 英語能力指数」結果では、調査を行った世界 100 か国のうち、主要なア

ジア諸国の結果はシンガポール 10 位、韓国 32 位、香港 33 位となっており、日本は 55 位にランキ

ングされている【資料 11】。本学部では、人材養成の目的に掲げているように幅広い教養と深い専

門知識に基づくグローバル化した社会への理解とともに、高度な英語コミュニケーション力を涵養

し、イノベーションの推進や危機の克服の先頭に立つことのできるグローバルリーダーの養成を目

的としており、今後、日本を牽引するリーダーとなりうる人材として需要が高くなると想定される。 

また、2018 年 12 月４日に一般社団法人日本経済団体連合会から発表された「今後の採用と大

学教育に関する提案」において、「学生に求める知識・能力」として「リベラルアーツ、語学（英語）

力／情報リテラシー」、「社会人の資質」として、「創造性、チャレンジ精神、行動力、責任感、論理

的思考能力、コミュニケーション能力、忍耐力、協調性等」、その他に「地球規模課題や世界情勢

への関心、学外活動や社会経験」が挙げられており、本学部が養成する人材はこれらの需要に応

えるものといえる【資料 12】。 

 

② 既設学部の過年度就職実績及び企業への採用意向調査結果について 

１） 過年度就職実績 

本学部は、既設の経済学部及び人文学部を基礎となる学部としているため、それぞれの就職率

（就職者数／就職希望者数）の推移から検証する。 

大学全体の過去５年間（2015～2019 年度）の就職率の推移を見ると毎年 95％以上の高水準と

なっており、2015 年度から毎年度、上昇傾向にある。また、基礎となる学部の就職率をみると大学

全体同様、毎年度 90％以上の高水準を維持している【資料 13】。 



 
 

学生確保(本文)－14 

さらに、業種別の就職状況をみると各学部・学科の人材養成の目的によって特色があるものの、

あらゆる業種に就職していることがわかる【資料 14】。 

また、2019 年度に修了した第１期 PDP 履修生及び 2020 年度に修了した第２期生は、ボストンキ

ャリアフォーラム等、グローバル人材の採用市場の場でも高く評価され、トレンドマイクロ株式会社、

イプソス株式会社、インフォシス リミテッド、日本ビジネスシステムズ株式会社等、外資系企業を中

心に内定を得ている。 

なお、2020 年度に修了した GSC の第１期生は、北海道テレビ放送株式会社、株式会社星野リ

ゾート・マネジメント、株式会社 JTB 等から内定を得ている。 

このように基礎となる学部の就職状況からみても本学部に対する企業からの需要があるといえる。 

 

２） 企業への採用意向調査 

本調査は、2020 年１月～３月に本学既設学部からの採用実績がある企業を中心に本学部の卒

業生の採用が期待できる企業・団体 228 件を対象に採用意向調査を行った。調査にあたっては、

調査票と本学の教育内容の特色や養成する人材像等、本学部の基本情報を記載したリーフレット

を郵送または学内企業説明会開催時に人事担当者へ配付し本学部の教育内容等を理解いただ

いたうえで回答を得た。回答件数は 208 件（回答率 91.2％）であり、すべての設問において高評価

を得た。 

教育内容の特色について本学部の３つの特色である、高度な英語力、文理横断的な知識、俯

瞰的な視点、批判的思考力、発信力、傾聴力、協働の精神について「非常に評価できる」「ある程

度評価できる」の割合が全て８割を超えている。特に、「ゼミナールで学ぶことによって意見を発信

する力、傾聴力、協働の精神」については「非常に評価できる」70.7％となっており、本学の開学以

来のゼミナール教育が評価されていることが分かる。さらに、８割以上が本学部で身につく各能力

について「必要だと思う」「ある程度必要だと思う」と回答している。 

さらに、専攻ごとにみると経済経営学専攻の特色のうち「経済学や経営学を体系的に学ぶと共

に、統計や情報処理能力を身につける」に対して「非常に評価できる」62.5％、「ある程度評価でき

る」29.3％、全体で 91.8％の評価を得ている。 

グローバルスタディーズ専攻では「海外での学習機会を設け、異文化の中での学習を通じコミュ

ニケーション力、主体的行動力、専門知識を身につける」に対して「非常に評価できる」64.9％、「あ

る程度評価できる」25.5％、全体で 90.4％の評価を得ている。 

さらに、各専攻で養成する人材像の社会的ニーズに対して「ニーズは極めて高い」「ニーズはあ

る程度高い」と肯定的に回答した件数は、経済経営学専攻で 201 件（96.6％）、グローバルスタディ

ーズ専攻で 197 件（94.7％）であった。 
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また、各専攻を卒業する学生を採用したいかとの設問に対して経済経営学専攻では「採用した

い」117 件（56.3％）、「採用を検討したい」82 件（39.4％）、グローバルスタディーズ専攻では「採用

したい」106 件（51.0％）、「採用を検討したい」90 件（43.3％）であった。さらに、経済経営学専攻の

卒業生を「採用したい」、「採用を検討したい」と回答した 199 件について、採用可能な人数は合計

で 260 名、グローバルスタディーズ専攻では 196 件について 265 名の採用意向があった。 

 

以上のことから、本学部の教育内容や養成する人材像は社会的需要が高く、本学部の教育を

受けた卒業生の採用意向も十分にあるといえる。 

 

〔採用意向調査概要〕 

武蔵大学「国際教養学部国際教養学科（仮称）設置構想に係る企業アンケート調査報告書」 

【資料 9、資料 15】 

調 査 対 象 過去に本学の卒業生を採用した実績がある企業・団体や本学に来訪し

た企業・団体のうち本学部卒業生の採用が期待できる企業・団体 

調 査 方 法 郵送調査及び手渡し配付 

回 収 状 況 228 件に依頼し、208 件から回答（有効回収率 91.2％） 

調 査 時 期 2020 年１月～2020 年３月 

調査実施機関 株式会社高等教育総合研究所 

調 査 項 目 主な項目は以下のとおりである。 

・企業及び団体の基本情報 

・大学新卒者を採用する際に重視する項目 

（能力・体験等、求める英語能力） 

・本学部、専攻の特色に対する評価 

・本学部の卒業生の採用見込み 

・自由記述 

以 上 
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資料１ ： 武蔵大学 出身高校の所在地別志願者数・合格者数 

   

  （単位：人） 

  2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 

東京都 
志願者 5,960 7,382 8,099 8,169 8,357 

合格者 1,662 1,702 1,368 1,412 1,609 

埼玉県 
志願者 4,041 4,547 4,555 4,284 3,991 

合格者 1,188 1,044 765 845 787 

千葉県 
志願者 1,445 2,094 1,917 2,257 2,203 

合格者 416 523 358 443 501 

神奈川県 
志願者 1,044 1,256 1,450 1,854 1,726 

合格者 284 251 251 303 274 

茨城県 
志願者 498 500 476 570 493 

合格者 114 128 81 94 98 

群馬県 
志願者 271 274 279 209 343 

合格者 87 73 47 39 58 

栃木県 
志願者 220 214 299 240 272 

合格者 63 59 67 50 54 

その他 
志願者 1,296 1,496 1,562 1,820 1,929 

合格者 378 338 256 274 357 

合計 
志願者 14,775 17,763 18,637 19,403 19,314 

合格者 4,192 4,118 3,193 3,460 3,738 

全
体
に
占
め
る
割
合 

東京都 志願者 40.34% 41.56% 43.46% 42.10% 43.27% 

（％） 合格者 39.65% 41.33% 42.84% 40.81% 43.04% 

首都圏※1 志願者 84.53% 86.02% 85.96% 85.37% 84.28% 

（％） 合格者 84.69% 85.48% 85.88% 86.79% 84.83% 

関東※2 志願者 91.23% 91.58% 91.62% 90.62% 90.01% 

（％） 合格者 90.98% 91.79% 91.98% 92.08% 90.45% 

  ※1 東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県 

  ※2 東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県、茨城県、群馬県、栃木県 
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資料 2 ： 東京都の人口予測 

 

2015 年（平成 27 年）国勢調査結果を基準とし、常住地に基づく将来の総人口について、区市町村ご

とに男女別に予測 

 

 

１． 予測期間 

2020 年、2025 年、2030 年、2035 年、2040 年の５時点を予測 

 

２． 予測対象 

東京都及び区市町村ごとの男女別人口 

 

３． 予測方法 

東京都の総人口については、多地域モデル（ロジャース・モデル）を用いて予測を行った。同モデ

ルは、従来のコーホート分析の考え方を地域間人口移動の次元にまで拡張したもので、コーホート要

因法の一種である。 

区市町村ごとの人口については、多地域モデルで予測した東京都の総人口に、区市町村ごとの

人口割合を乗じて予測した。 

 

 

【東京都総人口推移】 

年 人数 増減人数 増減率 

（対 2015 年） （対 2015 年） 

2015 年 13,515,271 - - 

2020 年 13,849,942 334,671 2.48% 

2025 年 13,979,158 463,887 3.43% 

2030 年 13,938,408 423,137 3.13% 

2035 年 13,754,388 239,117 1.77% 

2040 年 13,458,482 -56,789 -0.42% 

出典：東京都総務局統計部 東京都の統計「東京都区市町村別人口の予測」統計資料に基づき作成 
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資料 3 ： 18 歳人口の推移及び大学進学者数の推計 

 

（資料：3-1）  地域ブロック別 18 歳人口の推移 （2016 年以降の推計値） 

  2015 年 2033 年 増減 増減比 

  （A) （B) （C=B-A） （C/A) 

北海道 48,922 36,514 -12,408 -25.4% 

東北 89,965 64,312 -25,653 -28.5% 

北関東 68,342 52,784 -15,558 -22.8% 

東京圏 305,067 282,146 -22,921 -7.5% 

甲信越静 88,860 67,761 -21,099 -23.7% 

北陸 29,886 22,899 -6,987 -23.4% 

東海 111,749 93,616 -18,133 -16.2% 

近畿 199,788 159,733 -40,055 -20.0% 

中国 72,485 60,029 -12,456 -17.2% 

四国 37,394 28,901 -8,493 -22.7% 

九州 147,519 131,099 -16,420 -11.1% 

合計 1,199,977 999,794 -200,183 -16.7% 

 

 

（資料：3-2） 

【試算①】2033 年までの各年の大学進学率が、各県で 2015 年の大学進学率と同率であると仮定 

  2015 年 2033 年 増減 増減比 

  （A) （B) （C=B-A） （C/A) 

北海道 20,339 15,180 -5,159 -25.4% 

東北 35,415 25,544 -9,871 -27.9% 

北関東 33,367 25,796 -7,571 -22.7% 

東京圏 182,434 173,153 -9,281 -5.1% 

甲信越静 41,028 31,356 -9,672 -23.6% 

北陸 13,936 10,690 -3,246 -23.3% 

東海 55,562 46,752 -8,810 -15.9% 

近畿 110,340 88,287 -22,053 -20.0% 

中国 33,395 27,733 -5,662 -17.0% 

四国 16,613 12,872 -3,741 -22.5% 

九州 60,047 53,657 -6,390 -10.6% 

合計 602,476 511,020 -91,456 -15.2% 
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（資料：3-3） 

【試算②】2033 年の大学進学率が、各県で 2015 年の大学進学希望率（志願率）と同率と仮定 

  2015 年 2033 年 増減 増減比 

  （A) （B) （C=B-A） （C/A) 

北海道 20,339 15,905 -4,434 -21.8% 

東北 35,415 27,723 -7,692 -21.7% 

北関東 33,367 26,908 -6,459 -19.4% 

東京圏 182,434 194,290 11,856 6.5% 

甲信越静 41,028 33,866 -7,162 -17.5% 

北陸 13,936 11,759 -2,177 -15.6% 

東海 55,562 50,792 -4,770 -8.6% 

近畿 110,340 99,092 -11,248 -10.2% 

中国 33,395 30,456 -2,939 -8.8% 

四国 16,613 14,231 -2,382 -14.3% 

九州 60,047 61,469 1,422 2.4% 

合計 602,476 566,491 -35,985 -6.0% 

 

 

（資料：3-4） 

【試算③】2033 年までの各県における大学進学者が、2015 年の数と同数であると仮定 

  2015 年 2033 年 

北海道 41.6% 55.7% 

東北 39.7% 55.1% 

北関東 48.9% 63.2% 

東京圏 61.4% 64.7% 

甲信越静 46.3% 60.5% 

北陸 46.7% 60.9% 

東海 49.9% 59.4% 

近畿 55.3% 69.1% 

中国 46.2% 55.6% 

四国 44.5% 57.5% 

九州 40.9% 45.8% 

 

出典：中央教育審議会：将来構想部会（第 9 期）（第 3 回） 2017 年 7 月 28 日開催 

参考資料１ 高等教育の将来構想に関する参考資料 2/2 に基づき作成  

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/042/siryo/__icsFiles/afieldfile/2017/08/01/1388715_09.pdf 

文部科学省「学校基本統計」及び厚生労働省 

「人口動態調査」より国立教育政策研究所にて推計 

（外国の学校卒、高卒認定等の進学者を除く） 
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資料 4 : 全国私立大学地域別の入学志願動向（2015～2020 年度） 

 

 

〔地域別入学定員充足状況〕 

 

出典：『私立大学・短期大学等入学志願動向』平成 28（2016）、平成 30（2018）、令和 2（2020）年度版 

「2.地域別の動向（大学・学校別）」（日本私立学校振興・共済事業団）に基づき作成 

地域 項目 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

東京都 集計学校数 113 113 113 114 115 118

入学定員　            A 168,390 170,553 175,024 179,549 180,659 181,781

志願者　　             B 1,632,817 1,680,215 1,803,679 1,941,659 2,001,091 1,899,211

受験者　　             C 1,552,758 1,603,723 1,723,542 1,855,286 1,902,885 1,799,230

合格者　　             D 492,515 492,001 481,265 462,130 469,256 504,652

入学者　　             E 185,187 185,914 187,859 186,116 184,115 183,897

志願倍率　            B/A 9.70 9.85 10.31 10.81 11.08 10.45

合格率　　             D/C 31.72% 30.68% 27.92% 24.91% 24.66% 28.05%

歩留率　　             E/D 37.60% 37.79% 39.03% 40.27% 39.24% 36.44%

入学定員充足率　 E/A 109.98% 109.01% 107.33% 103.66% 101.91% 101.16%

地域 項目 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

全国 集計学校数 579 577 581 582 587 593

入学定員　            A 463,697 467,525 477,662 484,986 487,065 491,012

志願者　　             B 3,513,499 3,629,277 3,882,572 4,158,495 4,424,451 4,368,215

受験者　　             C 3,376,430 3,489,798 3,732,227 3,999,532 4,245,788 4,174,803

合格者　　             D 1,241,262 1,245,863 1,238,559 1,211,499 1,250,195 1,348,219

入学者　　             E 487,064 488,209 499,677 497,773 500,085 503,830

志願倍率　            B/A 7.58 7.76 8.13 8.57 9.08 8.90

合格率　　             D/C 36.76% 35.70% 33.19% 30.29% 29.45% 32.29%

歩留率　　             E/D 39.24% 39.19% 40.34% 41.09% 40.00% 37.37%

入学定員充足率　 E/A 105.04% 104.42% 104.61% 102.64% 102.67% 102.61%

2015年度
入学定員充足率

2016年度
入学定員充足率

2017年度
入学定員充足率

2018年度
入学定員充足率

2019年度
入学定員充足率

2020年度
入学定員充足率

平均

北海道 96.70% 96.98% 98.65% 98.74% 100.81% 106.05% 99.05%

東北(宮城を除く) 84.96% 88.60% 93.51% 93.25% 93.09% 95.70% 90.14%

宮城 101.75% 101.75% 104.43% 103.98% 105.46% 104.51% 103.62%

関東(埼玉、千葉、東京、神奈川を除く) 101.42% 98.08% 102.32% 104.45% 109.10% 109.21% 103.16%

埼玉 104.60% 102.01% 103.31% 105.25% 108.01% 107.63% 104.96%

千葉 98.26% 99.35% 101.62% 103.21% 107.49% 105.74% 101.65%

東京 109.98% 109.01% 107.33% 103.66% 101.91% 101.16% 106.08%

神奈川 104.89% 104.05% 105.46% 104.10% 101.48% 103.12% 103.98%

甲信越 100.97% 97.93% 97.17% 97.25% 102.34% 103.13% 98.86%

北陸 102.22% 100.57% 102.16% 103.28% 105.94% 106.93% 103.39%

東海(愛知を除く) 96.13% 95.11% 98.65% 102.02% 106.59% 105.69% 100.00%

愛知 106.17% 104.86% 105.60% 103.87% 103.53% 103.61% 104.45%

近畿(京都、大阪、兵庫を除く) 97.68% 98.66% 104.36% 110.65% 108.20% 105.70% 102.41%

京都 106.34% 105.39% 103.33% 97.74% 99.24% 98.86% 102.31%

大阪 107.68% 106.47% 107.10% 104.51% 103.61% 105.60% 105.73%

兵庫 99.70% 101.18% 104.11% 101.75% 102.30% 101.72% 101.37%

中国（広島を除く） 99.13% 96.53% 94.39% 93.90% 98.02% 97.25% 96.18%

広島 94.32% 95.09% 96.64% 99.22% 98.80% 100.29% 96.69%

四国 88.62% 88.47% 91.89% 88.64% 91.44% 91.37% 90.13%

九州(福岡を除く) 95.21% 96.67% 95.95% 99.31% 103.76% 101.91% 98.11%

福岡 101.19% 103.71% 107.09% 105.67% 106.31% 106.10% 104.41%

全国計 105.04% 104.42% 104.61% 102.64% 102.67% 102.61% 103.68%



 

資料 5 

 

 

 

① 書類等の題名 

「リクルート進学総研マーケットリポート vol.74 （南関東版）2020 年 1 月号」 

 

 

 

② 出典 

株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 

http://souken.shingakunet.com/research/202001_minamikantou_souken_report.pdf 

 

 

 

③ 引用範囲等 

2 ページ「18 歳人口予測（全体：南関東：2019～2031 年）」をもとに本学で並び順を加工 
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資料６ : 全国私立大学主な学部別志願者数・入学者動向 

 

（注）比率については小数点第 3 位を四捨五入。増減については端数処理の関係で一致しない場合がある。 

出典：『私立大学・短期大学等入学志願動向』平成 28（2016）、平成 30（2018）、令和 2（2020）年度版 

    「５.主な学部別の志願者・入学者動向（大学）」に基づき作成 

区分 項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 増減（2020‐2016）

集計学部数 13 15 14 14 13 0

入学定員　　　　A 2,381 2,609 2,499 2,574 2,464 83

志願者　　　　　B 15,019 17,328 17,659 21,591 19,500 4,481

入学者　　　　　C 2,344 2,612 2,623 2,580 2,642 298

志願者倍率　　　B/A 6.31 6.64 7.07 8.39 7.91 1.61

入学定員充足率　C/A 98.45% 100.11% 104.96% 100.23% 107.22% 8.78%

区分 項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 増減（2020‐2016）

集計学部数 510 515 513 515 520 10

入学定員　　　　A 165,013 168,025 169,202 169,074 170,182 5,169

志願者　　　　　B 1,264,473 1,421,465 1,557,832 1,665,089 1,576,350 311,877

入学者　　　　　C 174,262 179,664 176,801 175,004 176,402 2,140

志願者倍率　　　B/A 7.66 8.46 9.21 9.85 9.26 1.60

入学定員充足率　C/A 105.61% 106.93% 104.49% 103.51% 103.65% -1.95%

区分 項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 増減（2020‐2016）

集計学部数 94 92 91 91 91 -3

入学定員　　　　A 39505 39406 40016 39,077 38,695 -810

志願者　　　　　B 325308 374884 412231 422,743 391,925 66,617

入学者　　　　　C 42338 43079 41707 39,805 39,733 -2,605

志願者倍率　　　B/A 8.23 9.51 10.30 10.82 10.13 1.89

入学定員充足率　C/A 107.17% 109.32% 104.23% 101.86% 102.68% -4.49%

区分 項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 増減（2020‐2016）

集計学部数 82 82 80 85 88 6

入学定員　　　　A 25,244 25,796 25,431 26,870 27,861 2,617

志願者　　　　　B 212,639 239,665 268,888 296,026 292,165 79,526

入学者　　　　　C 26,598 27,888 27,037 27,889 29,329 2,731

志願者倍率　　　B/A 8.42 9.29 10.57 11.02 10.49 2.06

入学定員充足率　C/A 105.36% 108.11% 106.32% 103.79% 105.27% -0.09%

区分 項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 増減（2020‐2016）

集計学部数 240 240 245 243 245 5

入学定員　　　　A 69,619 69,921 69,738 68,494 68,104 -1,515

志願者　　　　　B 525,219 556,791 616,582 644,739 608,854 83,635

入学者　　　　　C 73,092 73,806 72,518 70,826 70,067 -3,025

志願者倍率　　　B/A 7.54 7.96 8.84 9.41 8.94 1.40

入学定員充足率　C/A 104.99% 105.56% 103.99% 103.40% 102.88% -2.11%

区分 項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 増減（2020‐2016）

集計学部数 8 8 9 9 10 2

入学定員　　　　A 1,594 1,549 1,585 1,565 1,735 141

志願者　　　　　B 8,734 10,910 11,215 12,862 13,868 5,134

入学者　　　　　C 1,500 1,607 1,532 1,552 1,782 282

志願者倍率　　　B/A 5.48 7.04 7.08 8.22 7.99 2.51

入学定員充足率　C/A 94.10% 103.74% 96.66% 99.17% 102.71% 8.61%

区分 項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 増減（2020‐2016）

集計学部数 7 6 6 7 7 0

入学定員　　　　A 1,965 1,921 1,946 2,151 2,151 186

志願者　　　　　B 11,073 11,772 12,755 15,587 15,415 4,342

入学者　　　　　C 2,222 2,075 1,905 2,085 2,113 -109

志願者倍率　　　B/A 5.64 6.13 6.55 7.25 7.17 1.53

入学定員充足率　C/A 113.08% 108.02% 97.89% 96.93% 98.23% -14.85%

国際文化学部

経済学部

経営学部

国際教養学部

社会科学系

人文科学系

国際関係学部
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資料 7 : 武蔵大学既設学部の入学志願動向 

 

（資料：7‐1） 経済学部 

 

 

 

 

 

学
部
名

学
科
名

項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 過去5年平均

入学定員　　　　　　A 150 150 150 150 150 150

志願者数　　　　　　B 2,401 2,865 2,864 3,143 3,152 2,885

合格者数　　　　　　C 715 663 464 565 599 601

入学者数　　　　　　D 219 225 150 143 162 180

志願者倍率　　　　B/A 16.01 19.10 19.09 20.95 21.01 19.23

入学定員充足率　D/A 1.46 1.50 1.00 0.95 1.08 1.20

入学定員　　　　　　A 150 150 150 150 150 150

志願者数　　　　　　B 2,271 3,247 2,774 3,134 3,374 2,960

合格者数　　　　　　C 629 602 422 504 535 538

入学者数　　　　　　D 186 198 167 156 150 171

志願者倍率　　　　B/A 15.14 21.65 18.49 20.89 22.49 19.73

入学定員充足率　D/A 1.24 1.32 1.11 1.04 1.00 1.14

入学定員　　　　　　A 120 120 120 120 120 120

志願者数　　　　　　B 1,892 2,985 2,208 2,361 3,006 2,490

合格者数　　　　　　C 639 672 351 507 553 544

入学者数　　　　　　D 164 180 120 124 100 138

志願者倍率　　　　B/A 15.77 24.88 18.40 19.68 25.05 20.75

入学定員充足率　D/A 1.37 1.50 1.00 1.03 0.83 1.15

入学定員　　　　　　A 420 420 420 420 420 420

志願者数　　　　　　B 6,564 9,097 7,846 8,638 9,532 8,335

合格者数　　　　　　C 1,983 1,937 1,237 1,576 1,687 1,684

入学者数　　　　　　D 569 603 437 423 412 489

志願者倍率　　　　B/A 15.63 21.66 18.68 20.57 22.70 19.85

入学定員充足率　D/A 1.35 1.44 1.04 1.01 0.98 1.16

経済学部

経済学科

経営学科

金融学科

経済学部　合　計
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0.80
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1.40

1.60

1.80

2.00

0.00

5.00
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15.00

20.00

25.00

30.00

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

経済学科 入学定員充足率
経営学科 入学定員充足率
金融学科 入学定員充足率
経済学科 志願者倍率
経営学科 志願者倍率
金融学科 志願者倍率

(志願倍率) (定員充足率）
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（資料：７‐2） 人文学部 

 

 

 

 

 

 

学
部
名

学
科
名

項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 過去5年平均

入学定員　　　　　　A 100 115 115 115 115 112

志願者数　　　　　　B 1,156 1,428 1,453 1,765 1,526 1,466

合格者数　　　　　　C 376 352 341 361 342 354

入学者数　　　　　　D 123 132 135 115 100 121

志願者倍率　　　　B/A 11.56 12.42 12.63 15.35 13.27 13.09

入学定員充足率　D/A 1.23 1.15 1.17 1.00 0.87 1.08

入学定員　　　　　　A 100 105 105 105 105 104

志願者数　　　　　　B 1,327 1,380 1,785 1,770 1,796 1,612

合格者数　　　　　　C 405 395 402 415 383 400

入学者数　　　　　　D 120 122 123 119 91 115

志願者倍率　　　　B/A 13.27 13.14 17.00 16.86 17.10 15.50

入学定員充足率　D/A 1.20 1.16 1.17 1.13 0.87 1.11

入学定員　　　　　　A 100 105 105 105 105 104

志願者数　　　　　　B 1,303 1,414 1,654 1,656 1,541 1,514

合格者数　　　　　　C 411 365 303 261 306 329

入学者数　　　　　　D 143 125 119 102 96 117

志願者倍率　　　　B/A 13.03 13.47 15.75 15.77 14.68 14.55

入学定員充足率　D/A 1.43 1.19 1.13 0.97 0.91 1.13

入学定員　　　　　　A 300 325 325 325 325 320

志願者数　　　　　　B 3,786 4,222 4,892 5,191 4,863 4,591

合格者数　　　　　　C 1,192 1,112 1,046 1,037 1,031 1,084

入学者数　　　　　　D 386 379 377 336 287 353

志願者倍率　　　　B/A 12.62 12.99 15.05 15.97 14.96 14.35

入学定員充足率　D/A 1.29 1.17 1.16 1.03 0.88 1.10

人文学部

英語英米
文化学科

ヨーロッパ
文化学科

日本・東ア
ジア文化学

科

人文学部　合　計
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

英語英米文化学科入学定員充足率
ヨーロッパ文化学科 入学定員充足率
日本・東アジア文化学科 入学定員充足率
英語英米文化学科志願者倍率
ヨーロッパ文化学科 志願者倍率
日本・東アジア文化学科 志願者倍率

(志願倍率) (定員充足率）
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（資料：７‐3） 社会学部 

 

 

 

学
部
名

学
科
名

項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 過去5年平均

入学定員　　　　　　A 125 137 137 137 137 135

志願者数　　　　　　B 2,276 2,450 2,995 3,147 2,707 2,715

合格者数　　　　　　C 574 611 493 471 562 542

入学者数　　　　　　D 138 184 150 143 132 149

志願者倍率　　　　B/A 18.21 17.88 21.86 22.97 19.76 20.17

入学定員充足率　D/A 1.10 1.34 1.09 1.04 0.96 1.11

入学定員　　　　　　A 105 117 117 117 117 115

志願者数　　　　　　B 2,301 2,199 3,195 2,737 2,553 2,597

合格者数　　　　　　C 492 502 453 410 494 470

入学者数　　　　　　D 134 143 116 117 116 125

志願者倍率　　　　B/A 21.91 18.79 27.31 23.39 21.82 22.66

入学定員充足率　D/A 1.28 1.22 0.99 1.00 0.99 1.09

入学定員　　　　　　A 230 254 254 254 254 249

志願者数　　　　　　B 4,577 4,649 6,190 5,884 5,260 5,312

合格者数　　　　　　C 1,066 1,113 946 881 1,056 1,012

入学者数　　　　　　D 272 327 266 260 248 275

志願者倍率　　　　B/A 19.90 18.30 24.37 23.17 20.71 21.32

入学定員充足率　D/A 1.18 1.29 1.05 1.02 0.98 1.10

社会学部

社会学科

メディア社
会学科

社会学部　合　計
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

社会学科 入学定員充足率
メディア社会学科 入学定員充足率
社会学科 志願者倍率
メディア社会学科 志願者倍率

(定員充足率）(志願倍率)
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資料 10 

 

 

 

① 書類等の題名 

「武蔵大学既設学部及び同系統学部の学生納付金一覧（抜粋）」 

 

 

 

② 出典 

『学生納付金等調査報告書（令和２年度入学生）』（一般社団法人 日本私立大学連盟) 

 

 

 

③ その他の説明 

『学生納付金等調査報告書（令和２年度入学生）』（一般社団法人 日本私立大学連盟)より必要箇所

を抜粋の上、本学にて作成 
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資料 11 : 2020 年度版「EF EPI 英語能力指数」結果 

 

【EF EPI 英語能力指数について】 

この EF EPI2020 は、2019 年に EF 英語標準テスト(EF SET)またはイー・エフ・エデュケーション・ファ

ースト・ジャパン株式会社の英語実力テストを受けた 220 万人を超える受験者のテストデータを基にして

いる。EF SET は、オンラインで受けられる読解力とリスニング力を測る適応型英語テストであり、このテス

トは標準化され、客観的にスコアが付けられている。 

 

1. 世界ランキング 

 

 

2. アジアランキング 

 

 

（出典）EF Education First Japan 株式会社 「EF EPI 特別レポート」より抜粋の上、本学にて作成 

https://www.efjapan.co.jp/epi/ 

順位 国名 順位 国名

1 オランダ 11 ルクセンブルク

2 デンマーク 12 南アフリカ

3 フィンランド 13 クロアチア

4 スウェーデン 14 ハンガリー

5 ノルウェー 15 セルビア

6 オーストリア 16 ポーランド

7 ポルトガル 17 ルーマニア

8 ドイツ 18 スイス

9 ベルギー 19 チェコ共和国

10 シンガポール 20 ブルガリア

55 日本

順位 国名 順位 国名

1 シンガポール 11 パキスタン

2 フィリピン 12 バングラデシュ

3 マレーシア 13 ベトナム

4 韓国 14 スリランカ

5 香港特別行政区 15 インドネシア

6 中国 16 モンゴル

7 マカオ特別行政区 17 アフガニスタン

8 インド 18 カンボジア

9 日本 19 ウズベキスタン

10 ネパール 20 タイ
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資料 13 : 武蔵大学既設学部の就職状況（2015～2019 年度） 

 

１．経済学部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

■大学全体 95.4 95.8 97.9 98.0 98.2

■全国平均 97.3 97.6 98.0 97.6 98.0

■経済学部 97.9 96.3 99.3 98.4 98.8

経済学科 96.6 96.1 99.3 98.8 98.9

経営学科 99.3 95.4 99.4 98.9 98.2

金融学科 97.9 98.1 99.0 96.8 99.2
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２．人文学部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

■大学全体 95.4 95.8 97.9 98.0 98.2

■全国平均 97.3 97.6 98.0 97.6 98.0

■人文学部 91.9 96.3 96.7 97.5 97.5

英語英米文化学科 95.5 100.0 95.5 99.0 97.2

ヨーロッパ文化学科 92.5 94.8 97.6 94.2 95.9

日本・東アジア文化学科 87.6 94.4 97.2 99.1 99.2
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３．社会学部 

 

 

 

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

■大学全体 95.4 95.8 97.9 98.0 98.2

■全国平均 97.3 97.6 98.0 97.6 98.0

■社会学部 95.1 94.3 97.3 98.0 98.0

社会学科 93.8 92.4 97.9 97.8 97.6

メディア社会学科 96.9 96.3 96.4 98.3 98.3
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資料 14 : 既設学部の業種形態別就職状況 （2019 年度） 

 

1. 経済学部 
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2. 人文学部 
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3. 社会学部 
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